
	
		
			日露戦争 ~悲しみの大地、旅順~

			□ 序 

			旅順は遼寧半島の最南端に位置する港湾都市である。また、日露戦争の戦場になった場所でもある。四方は山に囲まれ、天然の要塞とされてきた場所であったが、ロシア軍の手によりさらに難攻不略の要塞都市となっていたのである。日露戦争時、日本軍はこの難攻不略の要塞を攻略するために1万5千人以上もの戦死者をだしたといわれている。では、なぜこのような悲劇がこの地で生まれたのか？日露戦争時の旅順要塞攻略の宣戦布告から水師営での停戦調停に至るまでの旅順での過程について簡単にですが、私自身が撮影してきた写真付きで電子書籍にしました。

			■ 開戦 

			清国の利権争いをしていた日本とロシアは明治三十七年（一九〇四年）二月八日、日本軍の駆逐艦が旅順港外のロシア艦隊に奇襲をかけたことから始まった。その二日後日本軍はロシアに宣戦布告をし、日露戦争が始まった。

			■ 旅順港閉塞作戦 

			日本軍はロシア艦隊の足を止めるために旅順港の出入り口に船を沈めて、港を封鎖しようとした。

			[image: jitinpoint.jpg]

			旅順港封鎖作戦は、旅順港の要所に配備された、黄金山砲台、威遠砲台などにより閉塞船が次々と撃沈され予想通りに自沈させることができなく、失敗に終わった。

			そして、旅順に停泊していたロシア艦隊はウラジオストックに向けて出港したのである。日本軍も追撃を始め、戦勝するものも決定的な打撃にはならず、ロシア艦隊は旅順港内へと引き返したのであった。そこで旅順港内のロシア艦隊を殲滅するため、陸軍に旅順要塞侵攻作戦を委ねる事になる。こうして戦場は海から陸へと変わっていくのである。

			■ 第一回総攻撃

			乃木希典（のぎまれすけ）、第3軍司令官は当初、東鶏冠山、盤龍山などの東北部を制圧し、旅順旧市街へと攻め込む予定だったが、それらの堡塁はコンクリートで固められ、高所から砲撃ができる難攻不略の要塞と化していた。予想をはるかに上回る守備力を持つ、ロシア軍は乃木の想像をはるかに越えており、一度目の総攻撃をかけるが、一万人を超える多数の死傷者を出しても陥落させることはできなかった。

			■ 第二回総攻撃

			二度目の総攻撃では堡塁を爆破したり、穴を掘ったりと、攻めるがロシア軍の激しい反撃に遭い、東北部の堡塁を重点として攻める作戦は戦果を上げられず、日増しに死傷者は増え、弾薬不足に悩まされるようになった。
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			■ 第三回総攻撃

			「203高地を占拠すれば、203高地からの砲撃で旅順港内のロシア艦隊を殲滅できる！」という考えのもと、やがて攻略地点の重点は203高地へと移される。三度目の総攻撃である。一度はその一角を占拠するが、直ぐにロシア軍の逆襲に遭い、奪還される。やがて、山東省の煙台からやってきた児玉源太郎総参謀長に乃木は作戦指揮権を託し、再び203高地攻略作戦にでる。血の雨が降る戦闘の中、ついに日本軍は203高地の占拠に成功、すぐさま旅順港内のロシア艦隊を砲撃する。ロシア艦隊にはなす術はなかった。一週間も経たぬうちにロシア艦隊は撃滅された。戦勝の機に乗じた日本軍は再び主戦場を東北部に戻し、次々と堡塁の爆破に成功し旅順要塞はもはや、風前の灯であった。
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			■ 水師営停戦調停

			ステッセル、ロシア軍司令官は降伏を申し出、開城規約を調印し、水師営にて、乃木将軍、ステッセルは会見し、旅順要塞の明渡し、停戦調停を締結した。乃木将軍はこの旅順要塞攻略のため2人の息子を失った。しかし、彼は次の戦場奉天を目指して、北へ向かうのであった･･･。
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			□ あとがき

			この文章は以前私がホームページで掲載していた文章を電子書籍向けに作り直したものです。写真は全て2001年に旅順へ訪れた時の写真です。日本からのツアーでは行くのが難しい貴重な写真もあります。現代の写真からも当時の戦場の凄惨さがよく伝わると思います。尚本文は下記参考文献および現地の語り部から聞いた話を元に作成しています。万が一内容に誤り等ございましたら、当サイト「Promised-Land.info」のメールフォームにてご指摘いただけると幸いです。

			最後まで読んでいただきありがとうございました。

			Promised-Land.info

			Gonbun

			□ 参考文献

			
					学研｢歴史群像シリーズ24日露戦争｣

					Wikipedia「http://ja.wikipedia.org/wiki/日露戦争」
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